
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 第一回のワークショップで集まった地区の「困りごと」や「自慢」
を踏まえ、第二回のワークショップでは、「困りごとを解決するとど
んな地区になるか」「今ある魅力や取組みを生かして、どんな地区に
していきたいか」を話し合いました。 
その後、目指す地区になるために「今、地区や自分でやっているこ

と」「今後、自分がやってみたいこと」「自分でなくてもやったほうが
いいこと」などのアイデアを出し合い、「地区で目指す姿」「具体的な
取組みの例」としてまとめました。 

 

日時：９月 25日（水）18時 30分～      
場所：府本小プレイルーム 
参加者数：10名 

 
 

【府本地区の参加状況】 

 

府本地区 

第二回ワークショップレポート 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■府本地区で話し合った目指す姿と具体的な取組みの例 

(目指す姿)

対策の方向性①

対策の方向性②

対策の方向性③

　【行政にしてほしいこと】

・家賃補助

対策の方向性④ ・区役に対する補助

具体的な取組み④

○農業法人化して管理する

○農業法人化して管理する

〇大手企業の誘致活動

○自治会の運営サイクルを若い人に合わせる

〇若い人だけの意見交換・
若い人との意見交換会

○地域の祭り、地区協議会の事業、イベント

〇若い人が集まる会を開く

○イベント実施を公民館から地区協議会に

○消防団活動

〇家賃補助

〇大手企業の誘致活動

具体的な取組み①

具体的な取組み②

具体的な取組み③

〇機械代など区役の補助

○区役（神社公民館の掃除など）の分担

○交通安全パトロールでの見守り

○道の太木、雑木の伐採、草刈り・清掃

○移動販売の車を走らせる

○農地水の川さらい

　

全国に自慢できる農産物

　

○梨の花ウォークや
他地区イベントに参加し情報収集

○公民館活動イベントへのに参加

○梨の花ウォークの商品に金山スイカやオリーブ

〇人が集まるキャンプ場

〇地元の直売所を作る

〇プロスポーツのキャンプを誘致

隣近所がお互いに気遣うまち

○サロン活動の実施

○役員の負担を減らす

○地元の情報発信

不安・不便を感じないまち
・病院や買い物できる店がある
・移動販売の車がまわってくる
・街灯があり夜間明るいまち

・浄化槽の管理費が安い・下水が通っている

地域一体になれる祭りがある 若い人が働く場所がある

　　

市民の意見をしっかり反映した交通網

子どもがたくさんいるまち 今の時代にあった新しい人のつながりがある 農業の大規模化（生産性向上） 山手の強みを活かした直売所とキャンプ場

（地区全体の方針）　　「住む人」も「来る人」も魅力を感じるまち

「農業も元気な」まち「人のつながりがある」まち「住む人が暮らしやすい」まち 「外部の人にも魅力的で楽しい」まち

府本小を使ったイベントで小学校の魅力発信
若い人も家を建て、定住できるまち

・通勤30分圏内に職場がある
・社員数が多い会社が何社もある

若い人だけで意見交換している
若い人が地域活動にでてくる

農業で食べていけるまち

○中古住宅をリフォームして若者に住みやすく

課②

課②

課①

魅①

課④

魅④

魅③課②

課④

課⑤

課①

課③

課②

課②

課②

　

課③ 魅③

課④ 魅④

課⑤

２　地域コミュニティの維持
・地域のコミュニティが維持できていない
・役員のなり手が少ない
・子供が少ない。しかし対策できていない
（高齢化率37.1％／市内２位）

２　史跡
・賀庭寺を含む史跡
・府本の伝統

魅①

魅②

地区の
課題

地区
の
魅力

・食べ物がおいしい（米・スイカ・みかん）

課①

課②

・府本小学校がある

１　小岱山
・小岱山（３）
・小代焼
・府本の自然（トキワマンサクなど）

・樹木が管理できていない

・農業後継者不足

・地元に就職先が少ない

１　交通アクセス・道路
・公共交通機関が足りない（２）
・道が狭い。救急車も入らない
・登下校の道が悪い

　　

　【行政にしてほしいこと】

・家賃補助

・区役に対する補助

　
　

　　

　　


